
令和６年度 大阪府立大冠高等学校 第２回 学校運営協議会（記録） 
 

令和６年 11 月 27 日(水)14 時 20 分 

本 校 校 長 室 （ 会  議 ） 

次 第 

 
１ 配付資料の確認 等 

    １－１ 校長挨拶 

 

☆運営協議会委員 

 お 名 前 ご 所 属 出欠 

1 西村 孝彦 関西外国語大学 英語国際学部 教授 欠席 

2 宮﨑 義之 高槻市立第十中学校      校長 出席 

3 尾村 麻由美 コーチングラボ Coco Style  代表 出席 

4 深串 有里 高槻市民生児童委員 欠席 

5 土井原 美智子 大冠高等学校 冠友会 会長 出席 

6 笹川 直美 大冠高等学校 PTA  会長 出席 

 

２ 校内授業見学（14：25～15：15） 

 科 目 場所 

1 世界史探究 3 年４組 

2 英語ＣⅢ 3 年３組 

3 英語発展 2 年６組 

4 音楽Ⅰ 音楽室 

5 美術Ⅰ 美術室 

6 書道Ⅰ 書道室 

7 数学Ⅰ 展開ⅠB 

＜委員より＞ 

●授業見学時の音楽Ⅰの笛の選曲はクラスごとに異なりますか。 

 Ａ：共通課題です。 

●指揮をしっかり見ながらリコーダーを吹いている生徒がいるのが印象的。一方で 

譜面や指先を見ている生徒も(一定数)。多様な生徒がいる中で、授業を進めている 

様子が分かりました。 

３ 第１部 報告    進行：教頭 

３－１ 令和６年度学校経営計画の進捗状況について（校長より） 

４ 第２部 協議    進行：会長 

４－１ 質疑応答 

＜委員より＞ 

●１年生の職業別体験授業とはどのようなものですか。 

 Ａ：卒業生の進学先である大学や専門学校の方が来校していただき、仕事に繋がる 

技術や、興味ある内容の研究等、それぞれの学校で学ぶ内容の説明を受けます 
 



●先を見通すことは大事であり、このような取組みはありがたい。 
 

●基礎学力定着講習会を２年生で取組んでいるが、１年生ではどうなのでしょうか。 

 Ａ：４月の調査結果で、２年生の家庭学習時間が少ないと分かり、どのような試み 

が少しでも学力向上の結果につながるかを模索していたところです。 

●取組みにおいて、結果が出ていることが素晴らしいことです。 

 先生と生徒との信頼関係があるからだと思われます。 
 

●授業見学では学年ごとのカラーが見えました。 

 １年生はなごやか、２年生は大人と子どもの間、３年生は集中力が高まる。 

 また、校長先生が生徒に直接声かけしていて、生徒達も動じていない様子から、生

徒との距離感の近さを感じている。日頃から生徒の事を熱心に考えている。 

●初めて授業参観して、３年生の机の上には荷物がたくさんあるのに驚きました。 

 Ａ：荷物を机の引出しや下足室ロッカーに入れるように指導しているところです。 

   粘り強く指導します。 
 

●大冠高校は入学前から人気があり、楽しいと言われています。 

 Ａ：入学してからも実際にそうであり、そのようにあり続けるよう頑張ります。 
 
●３０日以上の欠席や、別室対応など、人員配置の難しさはあると思われますが、ど  

のようにご対応されていますか。 

Ａ：友人関係で教室に入れない等あります。別室で話を聞く、その部屋で友人と話

をさせる等、少しずつ教室に戻る(どのように戻す)か、という観点で指導をし

ています。 
 

●３年生のスーツ着こなし講座についても興味深いです。 

 Ａ：近隣の紳士服専門店からスタッフが説明に来ました。 
 

 
４－２ 協議委員から学校への提言 

●闇バイトについて、警察を呼んでお話していただく等もお願いした。 

●小学生・中学生・高校生もスマートフォンを所持している状況。スマートフォンを介 

して闇バイト等の勧誘があり、使い方を正しく伝えなければならないと感じている。 
 
●スケアードストレート技法を活用した交通安全教室は地域にも啓発することとされ  

ていると以前伺った。中学校発信で、地域の(登下校時)見守りのボランティアの方々

にも発信します。 
 

 
 
５ 諸連絡 等   

５－１ 第３回の日程        １月下旬から２月上旬にかけて 

５－２ その他 


